










第２次熊谷市総合振興計画
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●東部地域における開発の推進
熊谷流通センターは、共同物流センターを有する全国最大規模の卸商業団地を形成し

ており、食料品をはじめ日用品や医薬品等の生活必需品を多数取り扱っています。
また、熊谷流通センター及びその周辺地域については、国道17号熊谷バイパスをはじ

めとした国県道などの恵まれた道路網に加え、佐谷田地区に開業した秩父鉄道「ソシオ流
通センター駅」等、優れた交通アクセスを有しています。

このため、熊谷流通センターでは、既存施設の機能更新の検討や卸商業団地の特長で
ある備蓄機能を生かし、大規模災害時には被災者支援も可能な防災拠点としての機能充
実に向けた取組が進められています。

本市では、これらの特色を最大限に活用し、新たな産業用地の創出や既存施設の再整
備を推進するほか、池上地区ほ場整備事業に伴う非農用地を利用した「池上地区道の駅」

（仮称）を含む食のテーマパークの整備に取り組むことで、さらなる産業集積及び防災拠
点機能の拡充を進め、産業拠点としての整備を図ります。

さらに、ラグビーワールドカップ２０１９の開催を契機としたまちづくりと併せ、東部地域
における開発計画との更なる相乗効果を目指します。

主な取組

企業誘致の推進
ソシオ流通センター駅周辺開発事業の推進
「池上地区道の駅」（仮称）整備の推進
ラグビーワールドカップ２０１９開催によるまちづくり

ソシオ流通センター駅　竣工式 ソシオ流通センター駅　駅前広場
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